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災害復興期の⻑⾧長期メンタルヘルス研修会 
~宮城・仙台と熊本の今とこれから~ 

開 催 要 項 

 
東⽇日本⼤大震災から 8年、熊本地震から３年が経過する。災害の特徴には異なる側⾯面もあるが、２つ
の災害後の⻑⾧長期のメンタルヘルス⽀支援には共有する課題も多い。異なる災害を経験する現場の関係者
が相互に現在の状況と今後の課題について報告し、意⾒見交換を⾏行うことは、今後の⻑⾧長期⽀支援のあり⽅方
を検討する上で有意義だと考えられる。 
そこで、熊本こころのケアセンターの⽮矢⽥田部裕介センター⻑⾧長をお迎えして、仙台市をふくむ宮城県
内の関係者との間で、⽀支援にかかわる報告と意⾒見交換を⾏行う研修会を企画する。 

 
１．⽬目的 
東⽇日本⼤大震災および熊本地震の復興期における⻑⾧長期のメンタルヘルス⽀支援のあり⽅方について検討
し、両地域での今後の⽀支援に役⽴立てる  
２．期⽇日および会場 
期⽇日 ： 2019年 8⽉月 2⽇日（⾦金曜⽇日）10：00-14：45 
会場 ： TKPガーデンシティ仙台勾当台 2階 ホール２ 
     （仙台市⻘青葉区国分町 3丁⽬目 6番１号仙台パークビル）  

３．主催：東北⼤大学⼤大学院医学系研究科予防精神医学寄附講座 
４．共催：みやぎ⼼心のケアセンター 
５．対象：主催者が選定する仙台市、宮城県、みやぎ⼼心のケアセンターなどの関係者約 30名 
６．⽇日程 

時 間 内 容 
9：30 受付開始 

10：00-10：45 ～ 仙台と熊本を結んで ～ 

・熊本からの報告 

「熊本地震復興期のメンタルヘルス課題」  

・仙台市からの報告  

仙台市精神保健福祉総合センター  

 

センター長 矢田部裕介 先生 

 

所長 林みづ穂 先生 

10：45-11：30 意見交換会 

11：30-13：00 昼食・休憩 

13：00-14：00 ～ みやぎ心のケアセンターと熊本こころのケアセンターを結んで ～ 

・熊本こころのケアセンターからの報告 

  「熊本こころのケアセンターの活動について」     

・みやぎ心のケアセンターからの報告    

「東日本大震災後 8年間のみやぎ心のケア

センターの実践と今後に向けて」 

 

センター長 矢田部裕介 先生 

 

 

副センター長 山崎剛 先生 

14：00-14：45 意見交換会 
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仙台と熊本を結んで

10:00-­‐11:30

■熊本からの報告
「熊本地震復興期のメンタルヘルス課題」

熊本こころのケアセンター
センター⻑⾧長 ⽮矢⽥田部裕介先⽣生

■仙台市からの報告
仙台市精神保健福祉総合センター

所⻑⾧長 林みづ穂先⽣生
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令和元年７月 10 日 

仙台市障害者支援課 

仙台市における被災者の心のケア支援事業について 

１.被災者の心のケアのケア支援体制と経過

（１）被災者の心のケア支援体制の全体像

（２）被災者支援の基本的な考え方

（３）仙台市震災後心のケア行動指針の策定（平成 25年３月策定）

東日本大震災の発生直後から、精神保健福祉総合センター、各区障害高齢課、各区家庭健康課などを中心に取

組み始めた被災者に対する災害時精神保健福祉活動について、平成 23 年末に活動内容や理念を整理し、心のケ

ア支援を実施する際の原則的事項など取りまとめ、『仙台市震災後心のケア行動指針』（以下、行動指針）として

整理した（計画期間は平成 24年度から令和 2年度まで）。基本目標を「震災によるストレスから生じる日常生活

への障害を予防、もしくは最小限にとどめること」とし、対象者の状態像に応じた支援を提供するため、普及啓

発、相談支援、人材育成、連絡調整の各領域における事業計画の作成や定期的な進捗管理を行っている。

２.被災者心のケアにおける相談傾向と課題

（１）相談傾向と課題

本市には５つの行政区が存在し、うち２つの区は太平洋に面しており、震災時に甚大な被害を受けている。こ

の沿岸部の２つの区と内陸部の３つの区においては、相談傾向等に次のような特徴がみられ、それぞれ解決する

べき課題にも相違がみられる。 
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沿岸部（宮城野区、若林区） 人口 334,597人、復興公営住宅戸数 1,865 戸 

相談傾向 【個別支援】 

・PTSD等震災を契機とした心身の不調が慢性化し、心理社会的な再建・復興を果たせない事例が相当

数にのぼり、継続支援を要する状況にある。

・被災に伴う家族関係や生活環境の変化によってストレスや不適応反応が、アルコール問題やひきこ

もり、不登校といった状態を呈することが見られ、多様な支援機関の一貫した関わりが求められる

事例がみられる。

・被災に伴う失職や生活再建にかかる費用等経済的問題を抱えたことから、二次的な問題として抑う

つ感等精神症状を呈する事例もあるが、医療費負担の重さから必要な精神科医療にアクセスできな

い場合がある。

【集団支援】 

・住民のコミュニティ形成が進むことで、住民同士で問題の解決を図れることも増えてきている。一

方で集団の輪の中に入ることができず、孤立する事例も散見される。

発災以後の

変化 
・個別支援の件数は減少傾向にはあるが、H30 年度実績で内陸部の約 2.8 倍となっており、今後も需

要が見込まれる。

・相談内容については、被災に端を発し、年々多様化する傾向があり（アルコールやひきこもり、家

族機能の低下による震災を経験していない世代のメンタルヘルスの問題等）、住民の自助・共助、

見守りや時間経過によっては解消することの難しい、専門職による積極的・継続的な介入を継続す

る必要のある状況にある。

・毎年度実施する浸水地域の訪問調査によって、これまで支援の対象となっていなかった新たな要支

援者が捕捉されることが続いている。

解決すべき

課題 
・メンタルヘルスの問題の慢性化及び多様化、浸水域訪問調査等からの新たな支援対象者の発見等沿

岸部においては、今後も専門職による継続的な個別支援の必要性がある。

・同時に将来的な受け皿として、住民同士のコミュニティ形成の促進等地域づくりも推進していく必

要性がある。

内陸部（青葉区、泉区、太白区） 人口 754,734人、復興公営住宅戸数 1,314 戸 

相談傾向 【個別支援】 

・復興公営住宅等の入居者の中には、従来の居住地から離れた場所での生活となった者が少なくなく、

新たな生活への不適応や抑うつ感などを呈しているものがみられる。周囲に気軽に相談することは

難しく孤立しがちであり、問題をより深刻化させることがある。 

【集団支援】 

・サロンや運動教室の自主化が進んでおり、活発に活動をしているグループもあるが、プライバシー

や距離感の観点からドロップアウトする人や新規の人が参加しにくいといった新たな問題が発生

している。

発災以後の

変化 
・個別支援の需要は、沿岸部程高くはないが、複雑困難な事例が残るという点においては共通してい

る。内陸部においても、復興公営住宅内での自殺等深刻な事案も発生している。

・住民コミュニティの自主化が進んでいく中、そこに適応できない人が孤立化する状況がある。自発

的に支援も求めないために、把握も困難になってきている。

解決すべき

課題 
・深刻な事案を予防する観点から住民のコミュニティとの連携体制の強化や宮城県による健康調査等

の継続実施により、支援希求を埋没させない取り組みは今後も必要である。

＊参考＊ 仮設住宅及び復興公営住宅における心理的苦痛が大きい（Ｋ６尺度で 10点以上）方の割合の推移 
H24 H25 H26 H27 H28 H29 

仮設住宅入居者 
（単位：％） 

16.8 15.0 14.9 14.3 14.3 17.0 

復興公営住宅入居者 
（単位：％） 

― ― ― 16.8 17.2 16.5 

３.今後の方向性

（１）継続的な支援を要する方への長期的な支援

→生活再建期・復興完了期（平成 30 年度から令和２年度まで）においても、遅発性・反復性・動揺性にスト

レス反応が現れる方、震災前から治療中断を繰り返し、地域から孤立している単身者など支援を要する方が

一定程度存在しており、今後も長期に渡る支援を提供する必要がある。

（２）仙台市震災後心のケア行動指針その２（令和元年度予定）の策定

→上述したように今後も適正な規模で心のケアを継続することが求められることから、現在の指針終了後の効

果的かつ長期的な支援について検討し、次期指針を取りまとめる。
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みやぎ心のケアセンターと
熊本こころのケアセンター

を結んで

13:00-­‐14:45

■熊本こころのケアセンターからの報告
「熊本こころのケアセンターの活動について」

熊本こころのケアセンター
センター⻑⾧長 ⽮矢⽥田部裕介先⽣生

■みやぎ⼼心のケアセンターからの報告
みやぎ⼼心のケアセンター
副センター⻑⾧長 ⼭山崎剛先⽣生
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